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は
じ
め
に

　

正
倉
院
文
書
の
中
に
は
、
奈
良
時
代
の
官
人
や
僧
侶
ら
が
書
い
た
書
状
が
約
二
五

〇
点
ほ
ど
現
存
す
る
。
奈
良
時
代
に
お
い
て
は
帳
簿
や
文
書
を
記
す
際
に
は
通
常
楷

書
体
で
記
し
た
。
書
状
を
書
く
際
に
は
、
帳
簿
や
文
書
と
は
異
な
る
書
体
を
用
い
る

と
い
う
認
識
を
持
っ
て
記
し
て
お
り
、
両
者
の
書
き
分
け
が
見
ら
れ
る）

1
（

。
も
と
よ
り

書
は
用
途
や
目
的
に
よ
っ
て
書
体
が
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
経
典
は
楷
書
、
公
文
は

実
用
楷
書
、
書
状
は
行
草
書
、
と
い
う
よ
う
に
目
的
や
用
途
に
応
じ
て
書
体
が
選
択

さ
れ
、
書
体
自
体
が
情
報
を
伝
達
す
る
た
め
の
一
つ
の
重
要
な
要
素
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
書
体
情
報
を
考
慮
す
る
こ
と
が
史
料
の
情
報
を
引
き
出
す
こ
と
に
つ
な
が

る
。

　

奈
良
時
代
の
史
料
か
ら
「
書
」
の
情
報
を
引
き
出
す
た
め
に
は
、
当
時
の
日
本
に

お
け
る
「
書
」
の
受
容
が
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
か
を
見
極
め
て
行
く
必
要
が

あ
る
。
そ
の
一
端
と
し
て
本
稿
で
は
『
国
家
珍
宝
帳）

2
（

』
に
記
載
さ
れ
た
「
王
羲
之
書

法
廿
巻
」
に
つ
い
て
そ
の
性
格
を
探
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

『
国
家
珍
宝
帳
』
に
見
え
る
「
王
羲
之
書
法
廿
巻
」
の
性
格

黒
　
田

　
洋

　
子

一
　
王
羲
之
真
蹟
の
集
積
過
程

　

奈
良
時
代
に
は
唐
に
お
け
る
王
羲
之
の
流
行
を
受
け
て
、
日
本
に
お
い
て
も
そ
の

影
響
を
受
け
王
羲
之
の
書
が
学
ば
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。

　

王
羲
之
の
書
が
い
か
な
る
変
遷
を
経
て
大
陸
か
ら
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
、

そ
の
流
入
に
関
す
る
具
体
的
な
状
況
を
直
接
伝
え
る
史
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
た

だ
、
正
倉
院
の
『
国
家
珍
宝
帳
』
の
中
に
「
王
羲
之
書
法
廿
巻
」
と
い
う
の
が
見
え

る
。
現
物
は
今
日
に
伝
わ
ら
な
い
が
奈
良
時
代
に
「
王
羲
之
書
法
」
が
皇
室
に
蔵
さ

れ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
王
羲
之
書
法
」
の
性
格
を
考
え
る
た
め

に
、
ま
ず
は
王
羲
之
の
書
が
そ
れ
ま
で
の
中
国
の
歴
代
王
朝
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う

な
形
で
伝
世
さ
れ
、
い
か
な
る
集
積
・
整
理
の
過
程
を
経
て
き
た
か
に
つ
い
て
確
認

し
て
お
く
必
要
が
あ
る）

3
（

。

　

王
羲
之
の
書
に
つ
い
て
は
王
羲
之
の
死
後
、
唐
代
に
至
る
ま
で
集
積
と
散
逸
が
繰

り
返
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
経
過
に
つ
い
て
虞
龢
『
論
書
表
』
や
張
懐

『
二

王
等
書
録
』
に
見
え
る
と
こ
ろ
を
追
っ
て
み
る）

4
（

。

〈
東
晋
末
〉

　

王
羲
之
・
王
献
之
親
子
の
書
は
す
で
に
東
晋
の
こ
ろ
か
ら
愛
好
・
収
集
さ
れ
て
い
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た
よ
う
で
あ
る
。
王
献
之
が
書
い
た
も
の
十
紙
が
簡
文
帝
の
も
の
と
な
り
、
そ
れ
が

東
晋
末
に
は
王
羲
之
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
桓
玄
帝
の
手
に
渡
っ
た
と
い
う
。
桓
玄
帝

は
ま
た
、
縑
素
と
紙
と
に
書
か
れ
た
正
書
（
＝
楷
書
。
以
下
同
じ
）
と
行
書
の
最
も

美
し
い
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
帙
に
し
て
常
に
左
右
に
置
い
て
い
た
。
帝
が
「
南
奔
」

す
る
際
、
窮
地
に
陥
っ
て
も
こ
れ
ら
の
書
だ
け
は
携
行
し
た
が
、
惨
敗
す
る
に
及

び
、
所
在
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う）

5
（

。

〈
南
朝
・
宋
〉

　

明
帝
以
前
の
話
と
し
て
は
、

中
世
宗
室
諸
王
、
尚
多
素
嗤
貴
遊
、
不
甚
愛
好
。
朝
廷
亦
不
捜
求
。
人
間
所
秘
、

往
々
不
少
。
新
渝
恵
侯
、
雅
所
愛
重
、
懸
金
招
買
、
不
計
貴
賎
。
而
軽
薄
之
徒
、

鋭
意

学
、
以
茅
屋
漏
汁
染
変
紙
色
、
加
以
労
辱
、
使
類
久
書
。
真
偽
相
糅
、

莫
之
能
別
、
故
恵
侯
所
蓄
、
多
有
非
真
、
然
招
聚
既
多
、
時
有
佳
迹
。

（『
論
書
表
』）

　

と
あ
り
、
宋
代
に
お
い
て
は
、
は
じ
め
王
室
が
書
に
興
味
を
示
さ
な
か
っ
た
こ
と
、

恵
侯
（
劉
義
宗
）
は
書
を
愛
重
し
て
金
に
糸
目
を
つ
け
ず
に
買
い
集
め
た
こ
と
、
そ

の
た
め
に
民
間
に
お
け
る
贋
作
作
り
が
横
行
し
た
こ
と
な
ど
が
見
え
る
。
こ
の
こ
ろ

は
民
間
に
所
有
さ
れ
る
も
の
も
多
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、

孝
武
亦
纂
集
佳
書
、
都
鄙
士
人
多
有
献
奉
、
真
偽
混
雑
。
謝
霊
運
母
劉
氏
、
子

敬
之
甥
、
故
霊
運
能
書
、
而
特
多
王
法
。 

（
同　

前
）

　

と
あ
り
、
孝
武
帝
の
頃
に
は
蒐
集
が
行
わ
れ
、
所
々
か
ら
献
上
さ
れ
た
が
、
真
・

偽
が
入
り
交
じ
っ
た
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う
。
後
ろ
に
謝
霊
運
は
母
が
子
敬
（
王
献

之
）
の
姪
で
あ
っ
た
が
故
に
、
書
に
優
れ
王
法
を
よ
く
伝
え
て
い
る
話
が
あ
る
の

で
、
こ
こ
に
言
う
真
・
偽
と
は
王
法
を
正
し
く
伝
え
て
い
る
か
否
か
の
意
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
後
、
明
帝
の
命
に
よ
り
虞
龢
が
二
王
の
書
を
詳
細
に
調
査
し
た
。
巣
尚
之
・

徐
希
秀
・
孫
奉
伯
ら
と
と
も
に
選
別
と
整
理
を
行
い
、
そ
の
際
の
報
告
書
と
し
て
奉

じ
ら
れ
た
の
が
『
論
書
表
』
で
あ
る
。
そ
の
経
過
を
見
て
み
る
と
、

（
略
）
及
（
泰
始
）
三
年
之
初
、
始
玩
宝
迹
、
既
科
簡
旧
秘
、
再
詔
尋
求
景
和

時
所
散
失
、
及
乞
左
右
嬖
幸
者
、
皆
原
往
罪
、
兼
賜
其
直
。
或
有
頑
愚
、
不
敢

献
書
。
遂
失
五
巻
。
多
是
戯
学
。（
略
） 

（
同　

前
）

　

泰
始
三
（
四
六
七
）
年
の
始
め
に
至
っ
て
初
め
て
書
蹟
を
鑑
賞
す
る
と
明
帝
は
次

第
に
草
書
に
深
く
傾
倒
し
、
景
和
の
内
乱
の
際
に
散
逸
し
た
書
な
ど
を
探
索
し
た
。

さ
ら
に
、

乃
使
使
三
呉
荊
湘
諸
境
、
窮
幽
測
遠
、
鳩
集
散
逸
。
及
群
臣
所
上
、
数
月
之
間
、

奇
迹
雲
萃
。
詔
臣
與
前
将
軍
巣
尚
之
・
司
徒
参
軍
事
徐
希
秀
・
淮
南
太
守
孫
奉

伯
、
科
簡
二
王
書
、
評
其
品
題
、
除
猥
録
美
、
供
御
賞
玩
。
遂
得
遊
目

翰
、

展
好
寶
法
、
錦
質
繡
章
、
爛
然
畢
覩
。 

（
同　

前
）

　

と
探
索
の
経
緯
を
記
す
。
王
羲
之
が
会
稽
内
史
で
あ
り
王
献
之
が
呉
興
太
守
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
と
く
に
三
呉
（
呉
興
・
呉
郡
・
会
稽
）
の
地
域
を
探
索
し
あ
る

い
は
遠
く
湖
北
・
湖
南
地
域
に
至
る
ま
で
を
も
探
索
せ
し
め
た
と
あ
る
。
そ
の
結
果
、

鐘
繇
や
張
芝
に
始
ま
る
書
蹟
類
を
く
ま
な
く
探
し
出
し
た
。

　

虞
龢
は
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
書
を
整
理
す
る
際
の
装
幀
の
方
針
に
つ
い
て
具
体
的

に
記
し
て
お
り
、
こ
れ
は
書
誌
情
報
と
し
て
有
用
で
あ
る
。
た
と
え
ば
鐘
繇
の
書
に

つ
い
て
、

繇
是
榻
書
、
悉
用
薄
紙
、
厚
薄
不
均
、
輒
好

起
。
范
曄
装
治
巻
帖
小
勝
、
猶

謂
不
精
。 

（
同　

前
）

　

と
あ
る
。
前
代
の
范
曄
の
装
幀
を
評
価
し
つ
つ
も
尚
足
り
ず
、
皺
が
寄
ら
な
い
よ
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う
に
装
幀
す
る
た
め
の
工
夫
と
し
て
裏
打
に
は
薄
紙
を
用
い
た
と
い
う）

6
（

。
前
代
の
装

幀
に
つ
い
て
は
、

孝
武
使
徐
爰
治
護
、
随
紙
長
短
、
参
差
不
同
。
且
以
数
十
紙
為
巻
、
披
視
不
便
、

不
易
労
茹
。
善
悪
正
草
、
不
相
分
別
。
今
所
治
繕
、
悉
改
其
弊
。 

（
同　

前
）

　

と
、
問
題
点
を
指
摘
し
、
今
回
そ
れ
ら
を
改
め
た
と
す
る
。
さ
ら
に
、
整
理
方
針

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

凡
書
雖
同
在
一
巻
、
要
有
優
劣
。
今
此
一
巻
之
中
、
以
好
者
在
首
、
下
者
次
之
、

中
者
最
後
。
所
以
然
者
、
人
之
看
書
、
必
鋭
於
開
巻
、
懈
怠
於
将
半
、
既
而
略

進
、
次
遇
中
品
、
賞
悦
留
連
、
不
覚
終
巻
。

又
旧
書
目
、
帙
無
次
第
、
諸
帙
中
各
有
第
一
至
于
第
十
。
脱
落
散
乱
、
巻
帙
殊

等
。
今
各
題
其
巻
帙
。
所
在
與
目
相
応
。
雖
相
渉
入
、
終
無
雑
謬
。
又
旧
以
封

書
紙
次
相
随
、
草
正
混
糅
、
善
悪
一
貫
、
今
各
随
其
品
、
不
従
本
封
、
條
目
紙

行
、
凡
最
字
数
、
皆
使
文
明
、
一
毫
靡
遺
。 

（
同　

前
）

　

巻
の
中
で
は
上
等
・
下
等
・
中
等
の
順
に
並
べ
興
味
が
持
続
す
る
よ
う
工
夫
し
た

点
を
述
べ
た
上
で
、
旧
整
理
の
際
の
問
題
点
を
指
摘
し
な
が
ら
改
良
点
を
詳
細
に
述

べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
以
前
は
帙
の
順
序
も
な
く
諸
帙
の
中
に
様
々
な
等
級
の
も

の
が
混
在
し
た
状
態
で
あ
っ
た
が
、
虞
龢
の
整
理
で
は
巻
と
帙
に
題
書
し
、
目
録
と

照
合
出
来
る
よ
う
に
し
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
以
前
は
単
に
紙
を
継
ぐ
だ
け
の
整
理
で

草
書
と
楷
書
、
上
等
と
下
等
の
も
の
が
入
り
交
じ
っ
て
い
た
が
、
草
・
楷
を
分
け
、

等
級
を
分
け
て
並
べ
直
し
た
こ
と
、
所
在
・
条
目
・
行
数
・
字
数
を
明
ら
か
に
し
、

目
録
化
し
た
こ
と
を
記
す
。
こ
の
よ
う
に
虞
龢
の
『
論
書
表
』
は
新
旧
を
比
較
し
な

が
ら
の
記
述
で
あ
り
、
科
学
的
手
法
に
則
っ
た
整
理
の
様
子
を
伝
え
る
。

　

こ
う
し
て
、
虞
龢
ら
が
行
っ
た
整
理
・
成
巻
の
結
果
、
二
王
に
関
す
る
も
の
は

　
　

縑
素
書　

珊
瑚
軸　
　
　
　

二
帙
二
十
四
巻

　
　

紙　

書　

金　

軸　
　
　
　

二
帙
二
十
四
巻

　
　

紙　

書　

玳
瑁
軸　
　
　
　

五
帙　

五
十
巻

　

と
な
り
、
い
ず
れ
も
互
帙
（
象
牙
の
帙
箋
）、
金
字
の
表
題
、
玉ぎ

よ
く
し
よ
う

（
玉
製
の

帯
留
め
具
）、
織
成
の
帯
が
つ
け
ら
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、

　
　

書　

扇　
　
　
　
　
　
　
　

二
帙
二
巻

　
　

紙　

書　
　

栴
檀
軸　
　
　

二
帙
十
五
巻　

飛
白
・
章
草

　
　

紙　

書　
　

玳
瑁
軸　
　
　

一
帙
十
二
巻　

戯
学

　

な
ど
の
他
、
こ
れ
よ
り
さ
ら
に
下
の
も
の
と
し
て
、

　
　

三
品
書　
　

栴
檀
軸　
　
　

五
十
二
帙
五
百
二
十
巻

　

が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
と
き
新
た
に
入
手
し
た
二
王
の
書
蹟
が
「
六
帙
六
十
巻
」

あ
り）

7
（

、
こ
れ
を
「
別
充
予
備
」
と
し
た
と
い
う
。

〈
斉
〉

　

宋
代
に
明
帝
の
元
に
集
積
さ
れ
、
整
理
さ
れ
た
二
王
の
書
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

「
既
経
喪
乱
、
多
所
遺
失
」
と
い
う
状
態
と
な
り
、
斉
の
高
帝
の
時
に
は
た
だ
、「
古

跡
十
二
帙
」
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
王
僧

に
捜
索
さ
せ
て
、
張
芝
や

索
靖
を
初
め
と
す
る
書
蹟
を
蒐
集
し
十
巻
ば
か
り
に
な
っ
た
こ
と
や
王
氏
一
族
の
書

も
宮
中
の
書
庫
に
収
め
ら
れ
た
こ
と
が
『
二
王
等
書
録
』
に
見
え
る
。

〈
南
朝
・
梁
代
〉

　

南
朝
梁
代
に
至
る
と
、
武
帝
が
よ
く
図
書
を
好
ん
で
天
下
に
「
捜
訪
」
せ
し
め
、

大
い
に
収
穫
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

梁
武
帝
尤
好
図
書
。
捜
訪
天
下
、
大
有
所
獲
、
以
旧
装
堅
強
、
字
有
損
壊
。
天

監
中
、
勅
朱

・
徐
僧
権
・
唐
懐
允
・
姚
懐
珍
・
沈
熾
文
等
析
而
装
之
、
更
加
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題
検
、
二
王
書
大
凡
七
十
八
帙
七
百
六
十
七
巻
、
並
珊
瑚
軸
織
成
帯
金
題
玉

。
侯
景
簒
逆
、
蔵
在
書
府
。
平
侯
景
後
、
王
僧
辯
捜
括
、
並
送
江
陵
。
承
聖

末
、
魏
師
襲
荆
州
、
城
陥
、
元
帝
将
降
。
其
夜
乃
聚
古
今
図
書
十
四
万
巻
并
大

小
二
王
遺
迹
、
遺
後
閣
舎
人
高
善
寶
焚
之
、（
略
）
歴
代
秘
宝
、
並
為

燼
矣
。

（『
二
王
等
書
録
』）

　

発
見
さ
れ
た
図
書
に
は
、
宋
代
明
帝
の
集
積
し
た
王
室
旧
蔵
本
も
含
ま
れ
て
い
た

の
か
、「
旧
装
」
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
補
強
し
た
と
い
う
。
ま
た
「
字
有
損
壊
」
と

も
見
え
、
天
監
年
間
に
朱

・
徐
僧
権
ら
に
鑑
定
・
整
理
を
さ
せ
て
装
幀
を
施
し
、

題
を
加
え
、
時
に
二
王
の
書
は
七
十
八
帙
七
百
六
十
七
巻
、
い
ず
れ
も
珊
瑚
軸
、
織

成
の
帯
、
金
題
・
玉

が
施
さ
れ
た）

8
（

。

　

そ
の
後
、
侯
景
の
乱
で
梁
の
武
帝
が
廃
さ
れ
る
と
、
書
府
に
蔵
せ
ら
れ
た
図
書
は

乱
を
鎮
圧
し
た
王
僧
辯
に
よ
っ
て
「
捜
括
」
せ
ら
れ
、
い
っ
た
ん
は
江
陵
の
元
帝
の

も
と
に
移
さ
れ
た
。
し
か
し
承
聖
末
年
、
西
魏
が
再
び
江
陵
を
攻
め
た
際
、
元
帝
は

宮
に
残
し
た
舎
人
に
「
古
今
図
書
十
四
万
巻
并
大
小
二
王
遺
迹
」
を
焚
か
し
て
し
ま

い
、
こ
れ
ら
は
灰
燼
に
帰
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
の
残
骸
か
ら
、

　
　

周
将
于
謹
、
普
六
茹
忠
等
捃
拾
遺
逸
凡
四
千
巻
、
将
帰
長
安 
（
同　

前
）

　

と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
が
、
武
帝
の
代
に
集
積
さ
れ
た
王
羲
之
の
書
が
ど
れ
ほ
ど

回
収
で
き
た
か
は
疑
問
で
あ
る）

9
（

。

〈
隋
〉

　

隋
の
大
業
末
年
に
は
、
煬
帝
が
国
内
の
反
乱
を
避
け
て
江
都
に
逃
れ
た
際
、
秘
府

の
図
書
を
多
く
携
行
し
て
い
っ
た
が
、
途
中
で
船
が
沈
没
し
そ
の
大
半
が
失
わ
れ
た
。

残
る
と
こ
ろ
は
幾
許
も
な
か
っ
た
が
、
煬
帝
弑
殺
の
後
、
宇
文
化
及
の
も
と
に
帰
し

た
。
そ
の
後
宇
文
化
及
が
竇
建
徳
に
討
た
れ
る
と
い
ず
れ
も
亡
失
し
て
し
ま
っ
た
。

東
都
洛
陽
に
留
ま
る
書
は
後
世
に
入
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
秘
府
の
図
書

に
関
す
る
話
は
『
二
王
等
書
録
』
が
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
に
失
わ
れ
た

秘
府
の
図
書
の
中
に
は
、
二
王
の
書
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

〈
唐
〉

　

唐
代
に
入
る
と
、
貞
観
十
三
（
六
三
九
）
年
太
宗
の
勅
命
に
よ
り
王
羲
之
の
書
の

大
捜
索
が
行
わ
れ
た
。

貞
観
十
三
年
、
勅
購
求
右
軍
書
、
並
貴
價
酬
之
、
四
方
妙
蹟
、
靡
不
畢
至
。
勅

起
居
郎
褚
遂
良
・
校
書
郎
王
知
敬
等
、
於
玄
武
門
西
長
波
門
外
科
簡
、
内
出
右

軍
書
、
相
共
参
校
。
令
典
儀
王
行
真
装
之
。
梁
朝
旧
装
紙
見
存
者
。
但
裁
剪
而

已
。 

（
同　

前
）

　
「
右
軍
書
」
す
な
わ
ち
王
羲
之
の
書
を
高
値
で
「
購
求
」
さ
せ）

10
（

、
褚
遂
良
・
王
知

敬
ら
に
選
別
・
鑑
定
を
命
じ
、
し
か
る
後
に
整
理
・
装
幀
が
施
さ
れ
た
。
梁
の
整
理

の
際
に
施
さ
れ
た
旧
装
の
紙
が
現
存
し
て
い
れ
ば
、
切
り
そ
ろ
え
る
に
留
め
る
な
ど
、

こ
の
時
の
整
理
の
具
体
的
状
況
を
伝
え
る
。
韋
述
の
『
叙
書
録
』
に
は
、

其
古
本
、
亦
有
是
梁
隋
官
本
者
、
梁
則
満
騫
、
徐
僧
権
、
沈
熾
文
、
朱

。
隋

則
江
総
、
姚
察
等
署
記
其
後
。
太
宗
又
令
魏
・
褚
等
巻
下
更
署
名
記
其
後
。

　

と
あ
り
、
古
本
で
梁
隋
の
整
理
の
際
の
署
記
が
あ
る
も
の
に
は
、
そ
の
後
に
魏
徴

や
褚
遂
良
の
署
を
加
え
さ
せ
た
。

　

こ
う
し
て
唐
の
太
宗
の
時
に
整
理
・
成
巻
さ
れ
た
「
右
軍
書
」
す
な
わ
ち
王
羲
之

の
書
は
、

　
　

大
凡
二
千
二
百
九
十
紙
、
装
為
十
三
帙
百
二
十
八
巻

　
　
　

真
書　
　
　
　

五
十
紙
、
一
帙　

八

紙
（
マ
マ
、巻
ヵ
）、

随
本
長
短
為
度
。

　
　
　

行
書　
　

二
百
四
十
紙
、
四
帙
四
十
巻
、　　

四
尺
為
度
。
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草
書　

二
千　
　
　

紙
、
八
帙
八
十
巻
、　　

以
一
丈
二
尺
為
度）

11
（

。（
同　

前
）

　

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
は
、

　
　

並
金
縷
・
雑
寶
装
軸
、
織
成
帙
。
其
書
毎
縫
皆
用
小
印
印
之
。
其
文
曰
貞
観
。

　

と
あ
り
、
い
ず
れ
も
金
縷
・
雑
寶
を
用
い
て
巻
子
に
仕
立
て
ら
れ
、
織
成
（=

錦
）

の
帙
に
納
め
ら
れ
た
こ
と
、
そ
の
継
目
に
は
皆
、「
貞
観
」
の
印
文
を
持
っ
た
小
印

が
押
捺
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
に
つ
い
て
は
、
徐
々
に
散
逸
し
、
捜
索
が

続
け
ら
れ
て
も
、
ま
と
ま
っ
て
伝
世
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た）

12
（

。

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
王
羲
之
の
書
は
勅
命
に
よ
る
大
規
模
な
集
積
と
、
壊
滅

的
な
消
失
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
探
索
さ
れ
た
王
羲
之
の
書
と
は
、

お
そ
ら
く
王
羲
之
の
書
を
正
し
く
継
承
し
て
い
る
か
否
か
で
真
偽
の
判
断
が
下
さ
れ

る
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

二
　
王
羲
之
真
蹟
が
内
庫
か
ら
出
さ
れ
た
状
況
に
つ
い
て

　

太
宗
の
勅
命
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
大
捜
索
と
「
購
求
」
の
結
果
、
集
積
さ
れ
た
鐘

繇
・
張
芝
等
の
書
蹟
や
王
羲
之
父
子
ら
の
書
は
分
類
整
理
の
後
、
装
幀
を
施
さ
れ
て

成
巻
さ
れ
る
と
内
庫
に
納
め
ら
れ
て
「
従
十
三
年
書
更
門
外
不
出
、
外
人
莫
見
」
と

な
っ
た）

13
（

。

　

こ
の
よ
う
な
門
外
不
出
の
原
則
の
も
と
、
王
羲
之
の
書
は
諸
事
情
か
ら
取
り
出
さ

れ
て
い
る
が
、
内
庫
か
ら
取
り
出
さ
れ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
た
か
を
以

下
に
見
て
い
く
。

　

ま
ず
『
楽
毅
論
』
の
刊
記
を
見
る
と
、　

　

貞
観
十
三
（
六
三
九
）
年
四
月
九
日
、
奉
勅
内
出
楽
毅
論
。
是
王
右
軍
真
跡
。

令
将
仕
郎
直
弘
文
館
馮
承
素
模
写
。
賜
司
空
趙
国
公
長
孫
無
忌
・
開
府
儀
同
三

司
尚
書
左
僕
射
梁
国
公
房
玄
齢
・
特
進
尚
書
左
僕
射
申
国
公
高
士
廉
・
吏
部
尚

書
陳
国
公
侯
君
集
・
特
進
鄭
国
公
魏
徴
・
侍
中
護
軍
安
徳
郡
開
国
公
楊
師
道
等

六
人
。
於
是
在
外
乃
有
六
本
。
並
筆
勢
精
妙
、
備
盡
楷
則
。
褚
遂
良
記）

14
（

。

　

と
あ
り
、
太
宗
の
貞
観
の
治
を
支
え
た
文
人
に
下
賜
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
褚

遂
良
が
「
是
在
外
乃
有
六
本
」
と
い
う
の
は
「
門
外
不
出
、
外
人
莫
見
」
と
は
正
反

対
に
、
六
本
の
榻
本
を
内
庫
の
外
に
置
く
こ
と
を
宣
言
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は

い
わ
ば
書
の
姿
を
一
般
に
公
開
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
馮
承
素
に
よ
っ

て
模
写
さ
れ
た
六
本
に
つ
い
て
、
並
れ
も
「
筆
勢
精
妙
」
で
「
備
盡
楷
則
」
と
記
す

の
は
褚
遂
良
の
名
で
も
っ
て
そ
の
由
緒
が
正
し
い
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
る）

15
（

。

　
『
十
七
帖
』
の
帖
末
に
は
、

　
　

勅
、
付
直
弘
文
館
臣
解
無
畏
、
勒
充
館
本
。
臣
褚
遂
良
校
無
失
。

　

と
い
う
褚
遂
良
の
校
記
が
見
え
る
。『
十
七
帖
』
に
つ
い
て
は
、
勅
命
に
よ
っ
て

内
庫
か
ら
出
さ
れ
る
と
、
解
無
畏
に
よ
っ
て
模
刻
さ
れ
、
弘
文
館
に
お
か
れ
て
閲
覧

の
途
が
開
か
れ
た）

16
（

。
弘
文
館
に
お
い
て
学
士
ら
に
書
の
学
習
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
『
唐
六
典
』
巻
八
、
弘
文
館
学
士
条
に
、

貞
観
元
年
、
勅
見
任
京
官
文
武
職
事
、
五
品
已
上
、
有
性
愛
学
書
、
及
有
書
性

者
、
聴
於
館
内
学
書
。
其
法
書
内
出
、
其
年
有
二
十
四
人
入
館
。
勅
虞
世
南
・

欧
陽
詢
教
示
楷
法
。
黄
門
侍
郎
王

奏
、
学
生
学
書
之
暇
、
請
置
博
士
兼
肄
業

焉
。

　

と
見
え
る
か
ら
、内
庫
の
真
蹟
を
榻
写
し
た
も
の
が
多
い
に
学
習
さ
れ
た
で
あ
ろ
う）

17
（

。

　
『
蘭
亭
序
』
に
つ
い
て
は
何
延
之
の
『
蘭
亭
記
』
に
、

帝
命
供
奉
榻
書
人
趙
模
・
韓
道
政
・
馮
承
素
・
諸
葛
貞
等
四
人
、
各
榻
数
本
、
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以
賜
皇
太
子
諸
王
近
臣）

18
（

。

と
あ
り
、
太
宗
が
趙
模
ら
名
人
に
命
じ
て
蘭
亭
序
の
榻
写
本
を
作
ら
せ
て
皇
太
子
を

初
め
と
す
る
近
臣
に
下
賜
し
て
い
る
。
皇
太
子
お
よ
び
諸
王
ら
に
真
蹟
の
模
本
を
作

成
し
て
下
賜
す
る
例
は
後
の
玄
宗
の
代
に
お
い
て
も
、
以
下
の
二
例
が
見
ら
れ
る
。

　

ま
ず
開
元
十
六
（
七
二
八
）
年
五
月
に
は
二
王
の
真
蹟
を
は
じ
め
と
し
て
張
芝
・

張
旭
ら
の
真
蹟
総
じ
て
一
五
〇
巻
を
集
賢
院
に
お
い
て
集
字
・
榻
写
さ
せ
諸
王
に
分

賜
し
て
い
る）

19
（

。　

　

ま
た
同
十
七
（
七
二
九
）
年
に
も
集
賢
院
に
「
出
付
」
け
て
二
十
本
を
榻
写
し
て

皇
太
子
・
諸
王
に
下
賜
し
学
ば
せ
て
お
り
翌
々
年
の
十
九
（
七
三
一
）
年
に
内
庫
に

再
び
返
納
し
て
い
る）

20
（

。

　

そ
の
他
に
も
皇
太
子
や
諸
王
の
学
習
用
に
用
い
た
記
事
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
同
十
九
年
、
中
書
令
䔥
嵩
が
探
索
し
た
際
、
楊
師
道
か
ら
進
め
ら
れ
た

「
羲
之
正
書
扇
書
一
巻
」
を
得
た
が
、
こ
れ
を
小
王
の
行
書
三
紙
と
と
も
に
合
わ
せ

て
成
巻
し
内
庫
に
治
め
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

其
書
還
出
、
令
集
賢
院
、
榻
賜
皇
太
子
以
下
、
及
潼
關
失
守
、
内
庫
法
書
皆
散

失
、
初
収
城
後）

21
（

。

　

と
あ
る
の
で
こ
ち
ら
も
集
賢
院
に
榻
写
さ
せ
て
皇
太
子
と
諸
王
に
下
賜
さ
れ
て
い

る
。
徐
浩
に
よ
る
と
こ
れ
は
、
散
逸
し
た
法
書
を
補
う
初
め
て
の
こ
と
だ
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
例
か
ら
推
し
て
、『
蘭
亭
序
』
も
、
皇
太
子
・
諸
王
ら
に
書
の
学
習
の

目
的
で
下
賜
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
開
元
十
六
年
に
皇
太
子
の
学
習
用
に
集
字
し
た

例
が
見
ら
れ
る
が
、『
集
字
聖
教
序
』
も
内
庫
よ
り
取
り
出
し
た
真
蹟
か
ら
集
字
を

し
た
も
の
で
あ
り
、
碑
と
す
る
こ
と
で
広
く
世
間
に
王
羲
之
の
書
を
学
ば
せ
ん
と
す

る
意
図
か
ら
の
取
り
出
し
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
内
庫
よ
り
取
り
出
し
た
記
録
と
し
て
は
、
褚
遂
良
『
右
軍
書
目
』
の
終
わ

り
に
、晋

右
軍
王
羲
之
正
書
、
行
書
目
、
貞
観
年
河
南
公
褚
遂
良
中
禁
西
堂
、
臨
写
之

際
便
録
出
。
唐
初
有
史
目
、
實
（
録
）
此
之
標
目
、
蓋
其
類
也
。〈
未
見
草
書
目）

22
（

〉

　

と
見
え
、
禁
中
の
西
堂
に
お
い
て
臨
写
し
た
際
に
、
そ
の
書
目
を
書
き
出
し
た
経

緯
を
記
す
。
こ
の
時
に
臨
写
し
た
も
の
や
褚
遂
良
が
作
成
し
た
こ
の
王
羲
之
目
録
も
、

禁
中
あ
る
い
は
弘
文
館
に
学
習
用
に
充
当
し
て
備
え
置
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち

な
み
に
こ
の
時
点
に
お
け
る
目
録
は
正
書
と
行
書
の
目
録
で
あ
り
、
草
書
に
つ
い
て

は
、「
未
だ
目
を
見
ず
」
と
あ
る
。
草
書
に
関
し
て
は
韋
述
の
『
叙
書
録
』
に
、

　
　

其
草
跡
、
又
令
河
南
（
褚
遂
良
）
真
書
小
字
帖

（
貼
ヵ
）紙

影
之）

23
（

、

　

と
見
え
、
褚
遂
良
に
楷
書
の
小
字
を
添
え
て
影
写
さ
せ
た
と
あ
る
。
正
書
・
行
書

の
も
の
よ
り
も
全
体
量
が
多
い
上
に
判
読
の
工
夫
も
必
要
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、

若
干
整
理
が
遅
れ
た
状
況
が
窺
え
る
。

　

以
上
、
勅
命
に
よ
る
内
庫
か
ら
の
王
羲
之
の
書
の
取
り
出
し
が
、
皇
太
子
・
諸
王

や
近
臣
、
あ
る
い
は
弘
文
館
に
出
入
り
す
る
学
士
ら
の
閲
覧
に
供
す
る
目
的
で
行
わ

れ
、
榻
写
・
下
賜
さ
れ
た
状
況
を
見
て
き
た
。

　

一
方
、
門
外
不
出
の
大
原
則
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
非
公
式
に
庫
外
に
持
ち
出
さ
れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
以
下
に
そ
の
状
況
を
徐
浩
の
『
古
蹟
記
』
に
見
て
い
く）

24
（

。

則
天
太
后
賞
納
言
狄
仁
傑
能
書
。
仁
傑
云
、
臣
自
幼
以
来
、
不
見
好
本
。
只
率

愚
性
、
何
由
得
能
。
則
天
乃
内
出
二
王
真
迹
二
十
巻
、
遣
五
品
中
使
示
諸
宰
相
、

看
訖
表
謝
、
登
時
将
入
。 

（『
古
蹟
記
』）

　

武
則
天
が
狄
仁
傑
の
書
を
褒
め
た
際
、
狄
仁
傑
が
自
分
は
小
さ
い
頃
か
ら
良
い
手

本
を
見
た
こ
と
が
な
い
と
言
っ
た
の
に
対
し
、
武
則
天
が
内
庫
よ
り
二
王
の
真
蹟
二



―  7 ―

十
巻
を
出
し
て　

諸
宰
相
に
遣
わ
し
て
見
せ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
見
終
わ
っ
て
謝
を
表

す
と
、
自
分
の
も
の
に
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
中
宋
の
時
に
は
、

中
書
令
宗
楚
客
奏
事
承
恩
、
乃
乞
大
小
二
王
真
蹟
。
勅
賜
二
十
巻
、
大
小
各
十

軸
。
楚
客
遂
装
作
十
二
扇
屛
風
、
以
褚
遂
良
閒
居
賦
・
枯
樹
賦
、
為
脚
、
因
大

會
貴
要
、
張
以
示
之
。
時
薛
稷
、
崔
湜
、
盧
蔵
用
廃
食
歎
美
。
不
復
宴
楽
。

 

（
同　

前
）

　

宗
楚
客
が
大
小
二
王
の
真
蹟
を
乞
い
て
中
宋
は
父
子
そ
れ
ぞ
れ
十
軸
ず
つ
を
宗
楚

客
に
勅
賜
し
た
。
宗
楚
客
は
こ
れ
で
十
二
の
扇
屛
風
を
作
り
褚
遂
良
の
書
い
た
賦
を

脚
に
用
い
、
そ
の
お
披
露
目
会
を
開
い
た
。
時
に
薛
稷
・
崔
湜
・
盧
蔵
用
は
嘆
い
て

三
人
は
二
度
と
宴
を
楽
し
む
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

安
楽
公
主
と
そ
の
婿
に
つ
い
て
は
、

婿
武
延
秀
在
坐
、
帰
以
告
公
主
曰
、
主
言
承
恩
、
未
為
富
貴
、
適
過
宗
令
、
別

得
賜
書
。
一
席
観
之
、
軽
餐
忘
食
、
及
明
謁
見
、
頗
有
怨
言
。
帝
令
開
緘
、
傾

庫
悉
与
之
。
延
秀
復
会
賓
客
、
挙
櫃
令
看
。
分
散
朝
廷
、
無
復
寶
惜
。

 
（
同　

前
）

　

安
楽
公
主
の
婿
と
な
っ
た
武
延
秀
が
中
宋
に
怨
言
を
連
ね
る
と
中
宋
は
内
庫
を
開

緘
せ
し
め
て
庫
を
傾
け
る
如
く
に
悉
く
与
え
た
。
延
秀
は
宴
を
披
い
て
客
達
に
櫃
を

挙
げ
て
見
せ
た
。
そ
れ
に
よ
り
分
散
し
て
し
ま
っ
た
が
宝
を
惜
し
む
こ
と
は
な
か
っ

た
と
い
う
。
ま
た
太
平
公
主
に
つ
い
て
は
、

太
平
公
主
取
五
帙
五
十
巻
、
別
造
胡
書
四
字
印
縫
。
宰
相
各
三
十
巻
、
将
軍

馬
各
十
巻
。
自
此
内
庫
真
蹟
。
散
落
諸
家
。 

（
同　

前
）

　

太
平
公
主
は
五
帙
五
十
巻
を
と
り
だ
し
て
別
に
作
っ
た
異
民
族
の
デ
タ
ラ
メ
な
四

文
字
印
を
捺
し
て
宰
相
等
に
卅
巻
、
将
軍
等
に
そ
れ
ぞ
れ
十
巻
ず
つ
与
え
て
し
ま
っ

た
。
こ
う
し
て
内
庫
の
真
蹟
は
諸
家
に
散
落
し
て
い
っ
た
と
い
う
。

　

な
お
太
平
公
主
に
つ
い
て
は
、
楽
毅
論
に
か
な
り
心
酔
し
執
心
し
て
い
た
ら
し
く
、

太
平
公
主
愛
楽
毅
論
、
以
織
成
袋
盛
、
置
作
箱
裏
。
及
籍
没
後
、
有
咸
陽
老
嫗

竊
挙
袖
中
、
縣
吏
尋
覚
、
拠
而
奔

、
嫗
乃
驚
懼
、
投
之

下
。 

（
同　

前
）

　

と
い
っ
た
顚
末
を
載
せ
る
。
蘭
亭
序
に
つ
い
て
は
太
宗
の
遺
言
に
よ
っ
て
昭
陵
に

埋
葬
さ
れ
た
と
い
う
逸
話
も
あ
り
、
両
者
と
も
信
憑
性
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、

散
逸
を
惜
し
ん
で
こ
の
よ
う
な
逸
話
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
公
主

の
話
に
限
ら
ず
、
散
逸
に
つ
い
て
は
や
や
逸
話
め
い
た
記
事
が
多
い
。
い
ず
れ
に
せ

よ
知
ら
ぬ
間
に
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

集
積
し
た
努
力
も
む
な
し
く
こ
う
し
て
内
庫
よ
り
持
ち
出
さ
れ
て
徐
々
に
散
逸
し

て
い
っ
た
書
の
顚
末
に
つ
い
て
は
知
る
由
も
な
い
が
、
そ
の
後
も
回
収
が
続
け
ら
れ

天
寶
年
中
に
再
度
捜
索
と
買
い
戻
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。
韋
述
『
叙
書
録
』
に
は
、

䔥
令
尋
奏
滑
州
人
家
蔵
右
軍
扇
上
真
書
宣
示
及
小
王
行
書
白
騎
遂
等
二
巻
、
勅

命
滑
州
給
駅
齎
書
本
赴
京
。
其
書
扇
有
貞
観
旧
褾
織
成
題
字
、
奉
進
、
上
書
本

留
内
、
賜
絹
一
百
疋
以
遣
之
、
竟
亦
不
問
得
書
所
由）

25
（

。

　

と
見
え
、
民
間
で
発
見
さ
れ
た
様
子
を
伝
え
る
。

　

徐
浩
も
使
と
な
っ
て
市
井
の
図
書
の
索
訪
に
あ
た
っ
て
い
る
が
、
そ
の
際
、

有
商
胡
穆
聿
在
書
行
販
古
跡
、
往
々
以
織
成
褾
軸
得
好
図
書
。
臣
奏
直
集
賢
、

令
求
書
画）

26
（

。

　

と
あ
り
、
西
域
商
人
が
書
店
で
「
古
跡
」
を
販
売
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。

往
々
に
し
て
、
織
成
の
褾
や
軸
の
つ
い
た
好
い
図
書
（
宋
代
の
整
理
に
よ
る
も
の
）

が
あ
る
の
で
、
徐
浩
が
集
賢
院
に
知
ら
せ
書
画
を
購
求
さ
せ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
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に
西
域
に
通
ず
る
市
場
に
出
回
っ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た）

27
（

。

　

そ
の
他
、
流
出
し
た
書
蹟
の
類
に
つ
い
て
は
盧
元
卿
『
法
書
録
』
に
よ
る
と
、

貞
元
十
一
年
正
月
、
於
都
官
郎
中
竇
衆
興
化
宅
、
見
王

書
・
鐘
會
書
各
一
巻
。

武
都
公
李
造
押
名
。
又
両
巻
並
古
錦
褾
玉
軸
、
毎
巻
十
余
人
書
。
内
一
巻
開
皇

十
八
年
押
署
、
有
内
史
薛
道
衡
署
名
、
前
後
所
見
貞
観
十
三
年
及
開
元
五
年
書

法）
28
（

。

　

と
あ
り
、
か
つ
て
内
庫
に
納
め
ら
れ
て
い
た
書
蹟
が
流
失
し
て
保
有
さ
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る）

29
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
来
は
内
庫
に
秘
蔵
さ
れ
「
門
外
不
出
」、「
外
人
莫
見
」
の
は

ず
で
あ
っ
た
王
羲
之
の
書
が
、
庫
外
に
流
出
し
、
或
い
は
焼
失
し
、
或
い
は
貴
族
の

邸
宅
に
保
有
さ
れ
、
或
い
は
西
域
商
人
が
関
与
す
る
広
大
な
流
通
市
場
に
散
逸
す
る

状
況
を
垣
間
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
部
は
再
び
内
庫
に
吸
収
さ
れ
る
も
の
の
、
民

間
に
散
逸
し
た
も
の
も
多
か
っ
た
。
そ
こ
か
ら
多
く
の
複
製
が
作
ら
れ
、
或
い
は
偽

帖
を
生
み
出
す
母
体
と
な
っ
た
の
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
あ
る
意
味
で
王
羲
之
の
書
の

普
及
に
一
役
買
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、
太
宗
が
王
羲
之
の
書
を
大
規
模
捜
索
に
よ
り
蒐
集
・
整
理
し
た
後
の
取
り

出
し
状
況
を
確
認
し
た
。
そ
れ
は
太
宗
の
勅
命
に
よ
り
学
習
の
目
的
で
内
庫
よ
り
出

さ
れ
て
模
写
・
模
刻
が
な
さ
れ
、
褚
遂
良
の
お
墨
付
き
と
共
に
世
に
広
ま
る
契
機
を

与
え
ら
れ
た
状
況
と
、
不
埒
に
も
庫
外
に
持
ち
出
さ
れ
て
散
逸
の
危
険
に
晒
さ
れ
な

が
ら
市
井
に
消
え
て
い
く
状
況
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
太
宗
以
後
、
二
つ
の
契

機
を
も
っ
て
世
に
投
じ
ら
れ
た
王
羲
之
の
書
で
あ
っ
た
が
、
奈
良
時
代
の
日
本
に
お

い
て
は
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
習
得
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
　『
献
物
帳
』
に
見
え
る
王
羲
之
「
書
法
廿
巻
」
に
つ
い
て

　

正
倉
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
天
平
勝
宝
八
歳
六
月
二
十
一
日
『
献
物
帳
』
に
は
王

羲
之
の
「
書
法
廿
巻
」
が
見
え
る
。
こ
れ
に
関
し
て
神
田
喜
一
郎
氏
・
米
田
雄
介
氏

が
解
説
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
各
所
で
言
及
さ
れ
て
い
る）

30
（

。

　

そ
れ
ら
先
学
に
よ
る
と
当
時
の
日
本
の
宮
廷
に
お
い
て
王
羲
之
に
傾
倒
す
る
傾
向

や
宮
廷
を
中
心
と
し
た
流
行
が
見
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
王
羲
之
の
受
容
と
流

行
が
そ
の
後
の
日
本
の
書
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

天
平
勝
宝
八
年
の
『
献
物
帳
』
に
見
え
る
王
羲
之
の
「
書
法
廿
巻
」
は
「
双
倉
北

雑
物
出
用
帳
」
に
よ
る
と
、
そ
の
後
天
応
元
年
八
月
十
二
日
に
全
部
が
持
ち
出
さ
れ

た
。
そ
の
う
ち
の
一
部
、
十
二
巻
は
八
月
十
八
日
に
返
納
、
残
り
の
八
巻
は
延
暦
三

年
三
月
廿
九
日
に
返
納
さ
れ
た
記
録
が
残
る）

31
（

。
そ
の
後
、
弘
仁
十
一
年
十
月
三
日
に

再
度
出
蔵
・
沽
却
さ
れ
、
二
度
と
正
倉
院
の
庫
中
に
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た）

32
（

。

　

ち
な
み
に
正
倉
院
文
書
に
見
え
る
奈
良
時
代
に
伝
来
し
て
い
た
王
羲
之
の
書
と
し

て
は
、『
献
物
帳
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
書
法
廿
巻
」
の
ほ
か
に
『
大
小
王
真
跡

帳）
33
（

』
に
見
え
る
王
羲
之
と
王
献
之
の
書
、『
屛
風
花
氈
帳
』
に
見
え
る
「
臨
王
羲
之

諸
帖
」
な
ど
が
知
ら
れ
、
そ
の
他
、
後
述
す
る
光
明
皇
后
が
臨
模
し
た
「
楽
毅
論
」

の
底
本
な
ど
も
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
こ
の
『
献
物
帳
』
に
見
え
る
王
羲
之
の
「
書
法
廿
巻
」
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
最
初
に
『
献
物
帳
』
の
記
載
を
確
認
し
て
お
く
。

　
　

書
法
廿
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廿
五
行　

黄
紙　

紫
檀
軸

榻
晋
右
将
軍
王
羲
之
草
書
巻
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紺
綾
褾　

綺
帯
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五
十
行　

蘇
芳
紙　

紫
檀
軸

同
羲
之
草
書
巻
第
二

　
　
　
　
　
　
　
　

紺
綾
褾　

綺
帯

　
　
　
　
　
　
　
　

卌
行　

黄
紙　

紫
檀
軸　

紺
綾
褾

同
羲
之
草
書
巻
第
三

　
　
　
　
　
　
　
　

綺
帯

　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
四
行　

黄
紙　

紫
檀
軸　

紺
綾
褾

同
羲
之
草
書
巻
第
四

　
　
　
　
　
　
　
　

綺
帯

　
　
　
　
　
　
　
　

卅
行　

黄
紙　

紫
檀
軸　

紺
綾
褾

同
羲
之
草
書
巻
第
五

　
　
　
　
　
　
　
　

綺
帯

　
　
　
　
　
　
　
　

卌
一
行　

黄
紙　

紫
檀
軸　

紺
綾
褾

同
羲
之
草
書
巻
第
六

　
　
　
　
　
　
　
　

綺
帯

　
　
　
　
　
　
　
　

卌
六
行　

白
紙　

紫
檀
軸　

紺
綾
褾

同
羲
之
草
書
巻
第
七

　
　
　
　
　
　
　
　

綺
帯

　
　
　
　
　
　
　
　

卌
四
行　

黄
紙　

紫
檀
軸　

紺
綾
褾

同
羲
之
草
書
巻
第
八

　
　
　
　
　
　
　
　

綺
帯

　
　
　
　
　
　
　
　

卌
五
行　

黄
紙　

紫
檀
軸　

紺
綾
褾

同
羲
之
草
書
巻
第
九

　
　
　
　
　
　
　
　

綺
帯

　
　
　
　
　
　
　
　

廿
五
行　

黄
紙　

紫
檀
軸　

紺
綾
褾

同
羲
之
草
書
巻
第
十

　
　
　
　
　
　
　
　

綺
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
草
千
字
文
二
百
三
行　

浅
黄
紙

同
羲
之
書
巻
第
五
十
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

紺
綾
褾　

綺
帯　
（
付
箋
）「
紫
檀
軸
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

卅
七
行　

黄
紙　

紫
檀
軸　

紺
綾
褾

同
羲
之
書
巻
第
五
十
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　

綺
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　

廿
一
行　

黄
紙　

紫
檀
軸　

紺
綾
褾

同
羲
之
書
巻
第
五
十
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　

綺
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　

廿
一
行　

黄
紙　

紫
檀
軸　

紺
綾
褾

同
羲
之
書
巻
第
五
十
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　

綺
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　

廿
五
行　

黄
紙　

紫
檀
軸　

紺
綾
褾

同
羲
之
書
巻
第
五
十
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　

綺
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

卌
一
行　

黄
紙　

紫
檀
軸　

紺
綾
褾

同
羲
之
行
書
巻
第
五
十
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綺
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　

卅
五
行　

黄
紙　

紫
檀
軸　

紺
綾
褾

同
羲
之
書
巻
第
五
十
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　

綺
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　

廿
五
行　

黄
紙　

紫
檀
軸　

紺
綾
褾

同
羲
之
書
巻
第
五
十
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　

綺
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　

卅
七
行　

黄
紙　

紫
檀
軸　

紺
綾
褾

同
羲
之
行
書
巻
第
六
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　

綺
帯

　
　
　
　
　
　
　

廿
行　

黄
紙　

紫
檀
花
軸　

碧
地
錦
褾

同
羲
之
扇
書
一
巻

　
　
　
　
　
　
　

綺
帯

　
　
　
　
　

一
袋
小
一
斤
七
両
一
分　

一
袋
小
一
斤
十
三
両

裛
衣
香
三
袋

　
　
　
　
　

一
袋
八
両
二
分

　

右
、
並
納
銀
平
脱
箱
、
々
亦
納
高
麗
錦
袋

〈
外
観
〉

　

①
巻
数
の
構
成
を
み
る
と
巻
一
〜
十
と
、
五
十
一
〜
六
十
（
巻
五
七
を
除
く
）
と

見
え
て
お
り
、
扇
書）

34
（

一
巻
と
合
わ
せ
て
全
二
十
巻
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く

は
全
部
で
六
十
巻
以
上
か
ら
な
る
榻
書
本
「
王
羲
之
書
法
」
の
中
か
ら
さ
ら
に
二
十

巻
を
選
び
出
し
て
構
成
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
こ
の
「
書
法
廿
巻
」
に
関
し
て
は
神
田
喜
一
郎
氏
は
、「
わ
が
宮
廷
で
は
、

そ
れ
を
ど
う
し
て
入
手
せ
ら
れ
た
か
経
路
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
と
も
か
く
中
国

か
ら
取
り
寄
せ
ら
れ
た
も
の
に
相
違
な
い
。」
と
し
、
廿
巻
も
の
王
羲
之
の
榻
模
本

を
作
る
と
な
る
と
唐
の
宮
廷
よ
り
ほ
か
に
考
え
ら
れ
な
い
と
す
る）

35
（

。
こ
れ
に
対
し
て

日
本
で
仕
立
て
ら
れ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が）

36
（

、
当
時
の
日
本
に
皇
室
に
献
上
す
る
王

羲
之
書
法
の
底
本
と
な
り
う
る
書
が
存
在
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
神
田
氏

が
指
摘
す
る
よ
う
に
大
陸
で
制
作
さ
れ
た
も
の
が
将
来
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
下
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で
こ
の
「
書
法
廿
巻
」
の
構
成
を
も
う
少
し
詳
細
に
検
討
し
て
み
た
い
。

　

②
巻
物
の
姿
は
す
べ
て
紫
檀
軸
で
、
扇
書
が
碧
地
錦
で
あ
る
他
は
紺
綾
の
表
紙
と

綺
の
帯
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
行
数
を
み
る
と
、
五
十
行
以
下
で
あ
る

の
で
、
草
書
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
も
太
い
巻
物
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る）

37
（

。

　

巻
五
十
一
の
「
真
草
千
字
文
」
の
み
は
二
〇
三
行
と
あ
る
。
他
の
巻
に
比
べ
て
行

数
は
多
い
が
、
他
の
巻
が
尺
牘
の
よ
う
に
字
の
間
幅
が
大
き
く
、
紙
幅
を
取
る
の
に

対
し
、
千
字
文
は
現
存
千
字
文
の
よ
う
に
恐
ら
く
行
間
を
詰
め
て
書
く
で
あ
ろ
う
か

ら
巻
幅
と
し
て
は
他
の
巻
と
大
差
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
千
文
字
を

一
行
十
字
で
書
く
と
百
行
に
な
る
。
こ
れ
が
「
真
草
」
す
な
わ
ち
楷
書
と
草
書
の
ダ

ブ
ル
で
二
百
行
、
こ
れ
は
、
関
中
千
字
文
・
小
川
千
字
文
と
同
様
の
字
割
と
行
数
と

い
う
こ
と
に
な
る）

38
（

。
三
行
は
内
題
・
作
者
名
・
尾
題
で
あ
ろ
う
か
。

　

③
全
体
の
外
観
は
二
十
巻
の
巻
物
で
あ
る
が
、
帙
の
記
載
が
な
い
の
で
、
帙
に
ま

と
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、『
献
物
帳
』
の
記
載
の
末
尾
に
あ
る
、「
銀
平
脱
箱
」

に
収
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
二
十
巻
も
の
巻
物
で
は
あ
る
が
、
こ
の

「
銀
平
脱
箱
」
は
前
出
の
「
双
倉
北
雑
物
出
用
帳
」
の
天
応
元
年
八
月
の
記
事
に
、

　
　

書
法
廿
巻
〈
納
平
脱
箱
一
合　

／　

其
装
具
及
紙
行
数
詳
於
献
入
帳
〉

　

と
あ
る
か
ら
、
二
十
巻
で
一
合
の
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
上
述
し

た
よ
う
に
一
巻
が
比
較
的
細
い
巻
物
で
あ
っ
た
の
で
一
箱
に
収
ま
る
体
裁
で
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
銀
平
脱
箱
は
さ
ら
に
高
麗
錦
の
袋
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
。

〈
内
容
構
成
〉

　

は
じ
め
に
『
献
物
帳
』
所
載
の
「
書
法
二
十
巻
」
セ
ッ
ト
の
母
体
と
な
っ
た
六
十

巻
以
上
か
ら
な
る
「
王
羲
之
書
法
」
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
構
成
を
考
察
し
て
み
る
。

　

①
王
羲
之
書
法
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
六
十
巻
か
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
榻
模
本
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
冒
頭
の
巻
一
か
ら
巻
十
に
草
書
が
お
か
れ
て
い
る
。

　

②
巻
五
十
一
の
割
書
に
「
真
草
千
字
文
二
百
三
行
」
と
あ
っ
て
、
巻
五
十
一
に
「
真

草
千
字
文
」
二
〇
三
行
の
巻
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

③
巻
五
十
二
以
降
は
「
同
（
王
）
羲
之
書
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
巻
五
十
六
と
巻

六
十
だ
け
は
「
同（
王
）羲
之
行
書
」
と
、
ラ
ン
ダ
ム
に
行
書
の
巻
が
混
じ
っ
て
い
る
。

　

先
に
見
た
よ
う
に
中
国
の
歴
代
王
朝
に
よ
っ
て
蒐
集
さ
れ
た
王
羲
之
の
書
は
、
虞

龢
の
頃
よ
り
正
書
・
行
書
・
草
書
の
順
に
整
理
さ
れ
、
目
録
も
そ
の
順
で
編
纂
さ
れ

る
。
あ
る
い
は
、
書
論
等
で
書
を
論
ず
る
際
に
も
正
書
・
行
書
・
草
書
の
順
に
論
じ

て
い
く
。
こ
れ
は
王
羲
之
以
外
の
真
蹟
あ
る
い
は
真
行
草
以
外
の
書
体
を
含
む
場
合

に
お
い
て
も
、
篆
書
・
隷
書
・
真
書
・
行
書
・
草
書
の
順
と
な
り
、
草
書
を
筆
頭
に

お
い
て
楷
書
や
行
書
を
そ
の
後
ろ
に
配
列
し
て
編
纂
す
る
こ
と
は
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
巻
十
一
か
ら
巻
四
十
九
ま
で
に
楷
書
や
行
書
が
存
在
し
た
と
は
考

え
ら
れ
ず
、
こ
の
「
王
羲
之
書
法
」
と
は
王
羲
之
の
草
書
の
み
の
書
法
、
す
な
わ
ち

草
書
に
特
化
し
て
編
集
さ
れ
た
榻
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
蒐
集
し
た
書
を
分
類
整
理
し
て
編
集
す
る
際
、
先
に
虞
龢
の
『
論
書
表
』

の
整
理
方
針
に
見
た
よ
う
に
、
通
常
上
等
の
書
か
ら
順
に
品
級
に
随
っ
て
整
理
す
る

か
ら
、
最
初
の
巻
一
か
ら
巻
十
ま
で
に
最
上
級
の
書
が
収
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

張
彦
遠
が
作
成
し
た
唐
代
の
王
羲
之
草
書
目
録
で
あ
る
『
右
軍
書
記）

39
（

』
の
冒
頭
は

『
十
七
帖
』
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
百
七
行
と
あ
る
か
ら
『
献
物
帳
』
に
見
え
る
巻

一
の
廿
五
行
、
あ
る
い
は
分
巻
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
巻
二
・
巻
三
ま
で
の
合
計
数

と
行
数
が
一
致
し
な
い
。
行
数
か
ら
帖
の
配
列
を
類
推
す
る
の
は
難
し
い
が
、『
右

軍
書
記
』
が
内
庫
の
姿
に
近
い
と
想
定
し
た
場
合
、「
書
法
廿
巻
」
に
見
え
る
行
数

と
『
右
軍
書
記
』
に
見
え
る
行
数
と
が
対
応
し
な
い
。
従
っ
て
、「
王
羲
之
書
法
」
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は
内
庫
の
草
書
す
べ
て
の
複
製
本
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
全
く
別
に
「
書

法
」
す
な
わ
ち
草
書
の
手
本
と
し
て
の
順
列
が
考
慮
さ
れ
編
集
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
巻
十
一
以
降
も
等
級
順
に
収
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、

今
我
々
が
『
右
軍
書
記
』
に
よ
っ
て
見
ら
れ
る
も
の
の
う
ち
、
学
習
に
資
す
る
よ
う

な
も
の
は
巻
五
十
ま
で
に
収
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
後
巻
五
十
一
以
降
は
若
干
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
正
真

正
銘
の
王
羲
之
の
書
と
は
言
え
な
い
も
の
を
収
録
し
、
そ
の
筆
頭
と
し
て
集
字
に
よ

る
「
千
字
文
」
を
収
録
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、
巻
五
十
二
か
ら
六
十
ま
で

に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る
性
格
の
も
の
が
収
録
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
前
章
で

触
れ
た
虞
龢
の
『
論
書
表
』
に
、
子
敬
す
な
わ
ち
王
献
之
の
書
の
整
理
方
針
に
つ
い

て
書
か
れ
た
部
分
で
は
あ
る
が
、

孝
武
撰
子
敬
学
書
戯
習
十
巻
為
帙
。
伝
云
、
戯
学
而
不
題
。
或
真
行
草
章
、
雑

在
一
紙
、
或
重
作
数
字
、
或
学
前
輩
名
人
能
書
者
、
或
有
聊
爾
戯
習
、
既
不
留

意
、
又
殊
猥
劣
。
徒
聞
則
録
、
曾
不
披
簡
。
巻
小
者
数
紙
、
大
者
数
十
、
巨
細

差
懸
、
不
相
匹
類
。
是
以
更
裁
滅
、
以
二
丈
為
度
。
亦
取
小
王
書
古
詩
賦
讃
論
、

或
草
或
正
、
言
無
次
第
者
、
入
戯
学
部
。
其
有
悪
者
、
悉
皆
刪
去
。
巻
既
調
均
、

書
又
精
好）

40
（

。

　

と
見
え
る
。
孝
武
帝
の
勅
命
に
よ
っ
て
遍
く
回
収
し
た
書
の
中
に
は
習
書
ま
が
い

の
も
の
も
混
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
十
巻
一
帙
と
い
う
相
当
な
量
が
置
か
れ
て

い
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
真
・
行
・
草
入
り
交
じ
っ
て
い
た
り
、
数
字
を
重
複
し
て

記
し
た
り
、
名
人
の
書
を
真
似
た
り
、
と
く
に
留
意
し
て
書
い
た
も
の
で
は
な
い
も

の
、
古
詩
賦
讃
論
な
ど
を
書
い
た
も
の
、
あ
る
い
は
言
葉
に
順
序
の
な
い
も
の
で
あ
っ

た
が
、
虞
龢
は
戯
学
の
部
に
整
理
し
、
精
好
な
も
の
と
し
て
収
録
し
た
と
い
う）

41
（

。
こ

れ
は
先
に
確
認
し
た
整
理
後
の
一
覧
の
中
に
も
後
方
に
見
え
る
。

　
『
献
物
帳
』
の
「
書
法
廿
巻
」
の
う
ち
巻
五
十
二
以
降
は
「
羲
之
書
」
と
す
る
だ

け
で
書
体
の
別
が
明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
巻
五
十
六
と
巻
六
十
の
よ
う
に
ア

ト
ラ
ン
ダ
ム
に
「
行
書
」
と
注
記
さ
れ
た
も
の
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

巻
五
十
二
以
降
に
は
こ
う
言
っ
た
戯
学
・
戯
習
の
類
、
す
な
わ
ち
真
・
行
・
草
入
り

交
じ
っ
て
い
た
り
、
留
意
し
て
書
い
た
も
の
で
は
な
い
も
の
、
古
詩
賦
讃
論
の
習
書

や
言
葉
に
順
序
の
な
い
も
の
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
、『
献
物
帳
』
所
載
の
「
書
法
廿
巻
」
の
母
体
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

そ
れ
は
内
庫
の
草
書
全
て
の
複
製
本
で
は
な
く
、
草
書
の
学
習
に
特
化
さ
れ
て
編
集

さ
れ
た
書
法=

手
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
中
か
ら
さ
ら
に
、
①
最
上
級

の
巻
一
か
ら
巻
十
、
②
真
草
千
字
文
す
な
わ
ち
草
書
に
対
し
楷
書
の
「
対
訳
」
の
付

い
た
、
い
わ
ば
草
書
の
参
考
書
で
あ
る
巻
五
十
一
、
③
言
葉
の
ま
と
ま
り
は
な
い
が

文
字
と
し
て
練
習
し
や
す
い
も
の
、
あ
る
い
は
真
・
行
・
草
が
交
わ
り
、
イ
レ
ギ
ュ

ラ
ー
で
目
に
楽
し
く
、
草
書
の
初
学
者
の
興
味
を
ひ
く
よ
う
な
巻
五
十
二
か
ら
六
十
、

④
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
唐
で
は
皇
太
子
の
学
習
に
も
供
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
扇
書
、

の
四
つ
が
抽
出
さ
れ
た
の
が
、『
献
物
帳
』
に
見
え
る
「
書
法
廿
巻
」
で
あ
る
。
そ

の
構
成
と
は
い
わ
ば
こ
れ
か
ら
草
書
を
学
ぼ
う
と
す
る
初
学
者
を
対
象
に
考
案
さ
れ

た
、
手
習
い
箱
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る）

42
（

。

四
　
王
羲
之
「
書
法
廿
巻
」
と
と
も
に
見
え
る
「
献
物
」
に
つ
い
て

　
『
献
物
帳
』
に
よ
る
と
、
先
に
検
討
し
た
王
羲
之
「
書
法
廿
巻
」
は
銀
平
脱
箱
に

納
め
ら
れ
、
さ
ら
に
高
麗
錦
袋
に
入
れ
て
、
赤
漆
文
欟
木
の
厨
子
の
中
に
置
か
れ
て
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い
た
。
厨
子
の
中
に
並
ん
で
納
め
ら
れ
て
い
た
の
は
、
聖
武
天
皇
が
光
明
皇
后
に

送
っ
た
「
信
幣
物
」
を
納
め
た
箱
と
御
書
四
巻
を
納
め
た
白
葛
箱
な
ど
で
あ
る）

43
（

。
こ

れ
ら
の
う
ち
、
白
葛
箱
の
中
身
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い）

44
（

。

　

白
葛
箱
に
納
め
ら
れ
た
御
書
四
巻
と
は
「
雑
集
」・「
孝
経
」・「
頭
陀
寺
碑
文
并
杜

家
立
成
」・「
楽
毅
論
」
の
四
巻
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
孝
経
は
今
に
伝
わ
ら
な
い
が
残

り
の
四
巻
は
正
倉
院
に
伝
存
し
て
い
る
。
以
下
に
そ
れ
ぞ
れ
が
い
か
な
る
性
格
の
も

の
で
あ
る
か
を
簡
単
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
雑
集
は
、『
献
物
帳
』
に
「
平
城
宮
御
宇　

後
太
上
天
皇
御
書
」
と
あ
り
、

現
在
正
倉
院
に
伝
存
し
て
い
る
聖
武
天
皇
筆
の
四
十
七
張
か
ら
な
る
巻
物
が
こ
れ
に

あ
た
る
。
褚
遂
良
風
の
楷
書
体
作
品
で
、
完
成
度
が
高
く
楷
書
作
品
の
最
高
峰
と
さ

れ
て
い
る）

45
（

。
亡
く
な
っ
た
皇
太
子
某
王
の
追
善
の
た
め
の
書
写
と
い
わ
れ
る
。
供
養

物
と
し
て
も
天
皇
の
身
辺
に
置
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
楷
書
作
品
と
し
て
お
か
れ

て
い
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

次
に
「
頭
陀
寺
碑
文
并
杜
家
立
成
」
に
つ
い
て
は
『
献
物
帳
』
を
見
る
と
、「
頭
陀

寺
碑
文）

46
（

」
と
「
杜
家
立
成）

47
（

」
は
合
綴
さ
れ
て
一
つ
の
巻
物
と
な
っ
て
い
る
が
、「
頭
陀

寺
碑
文
」
は
現
在
正
倉
院
に
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、「
杜
家
立
成
」
の
み
伝
世
し
て
い

る
。
ま
た
『
献
物
帳
』
に
「
皇
太
后
御
書
」
と
あ
り
光
明
皇
后
の
筆
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
頭
陀
寺
碑
文
并
杜
家
立
成
」
と
次
に
述
べ
る
「
楽
毅
論
」
に
つ
い
て
は
、

中
田
勇
次
郎
氏
と
丸
山
裕
美
子
氏
の
研
究
が
あ
り
、
こ
の
二
つ
が
優
れ
た
「
書
」
と

し
て
珍
重
さ
れ
、「
書
」
の
手
本
と
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
ら
れ
て
い
る）

48
（

。

　
「
頭
陀
寺
碑
文
」
は
「
斉
国
録
事
参
軍
瑯
琊
王
屮
（
巾
）
撰
」
と
題
し
て
今
の
武

昌
に
建
て
ら
れ
て
い
た
が
、
唐
代
に
は
既
に
失
わ
れ
て
お
り
、
代
わ
り
に
開
元
六

年
、
張
廷
珪
に
よ
る
八
分
書
の
碑
が
建
て
ら
れ
た
と
い
う
。
張
廷
珪
は
李
邕
と
親
交

が
あ
り
ま
た
、
楷
書
や
八
部
の
名
家
で
あ
っ
た
。
こ
の
碑
は
後
に
重
刻
さ
れ
、
宋
代

の
金
石
著
録
、
王
象
之
『
余
地
碑
記
目
』
巻
二
・『
宝
刻
類
編
』
に
収
録
さ
れ
て
い

る
。
碑
文
の
撰
者
で
あ
る
王
屮
は
そ
の
姓
と
出
身
地
か
ら
、
王
羲
之
の
末
柄
と
考
え

ら
れ
、
王
羲
之
に
ゆ
か
り
の
あ
る
書
の
素
材
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
「
頭
陀
寺
碑
文
」
に
は
殷
令
名
の
書
し
た
も
の
も
あ
っ
た
こ
と
が
、
米
芾
『
宝
晋

英
光
集）

49
（

』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
殷
令
名
も
張
廷
珪
と
同
様
、
初
唐
の
楷
書
の
名
手

と
し
て
知
ら
れ
、
開
元
六
年
建
立
の
張
廷
珪
の
碑
よ
り
古
い
。

　

以
上
、「
頭
陀
寺
碑
文
」
が
王
羲
之
と
も
ゆ
か
り
の
あ
る
王
屮
撰
で
あ
り
、
唐
に

お
い
て
書
の
材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
と
り
わ
け
、
楷
書
作
品
の
素
材

で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

一
方
、「
杜
家
立
成
」
も
丸
山
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
書
の
教
材
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
正
倉
院
に
伝
存
す
る
光
明
皇
后
筆
の
「
杜
家
立
成
」
は
、
書
簡

と
い
う
こ
と
を
意
識
し
た
た
め
か
行
書
体
で
書
か
れ
て
い
る
。　

　
「
楽
毅
論
」
は
戦
国
時
代
の
燕
の
宰
相
楽
毅
の
言
行
を
、
三
国
時
代
の
魏
の
夏
侯

玄
が
論
じ
た
書
物
で
あ
る
が
、
王
羲
之
が
楷
書
で
書
い
た
も
の
が
伝
世
し
、
王
羲
之

楷
書
の
手
本
と
し
て
珍
重
さ
れ
流
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
褚
遂
良
に
よ
る
王
羲
之

の
目
録
『
右
軍
書
目
』
の
正
書
の
筆
頭
に
あ
が
っ
て
お
り
、
し
ば
し
ば
書
の
題
材
と

し
て
書
さ
れ
る
。
正
倉
院
に
伝
存
し
て
い
る
楽
毅
論
は
巻
末
に
光
明
皇
后
の
署
款
が

あ
り
、『
献
物
帳
』
に
「
皇
太
后
御
書　

白
麻
紙
三
紙
、
全
四
十
三
行
」
と
み
え
、『
右

軍
書
目
』
に
「
四
十
四
行
」
と
あ
る
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
従
っ
て
先
に
触
れ
た

貞
観
一
三
年
に
勅
命
に
よ
り
内
庫
よ
り
取
り
出
し
て
榻
写
・
下
賜
さ
れ
た
も
の
に
由

来
す
る
底
本
を
も
と
に
し
た
可
能
性
も
あ
る）

50
（

。

　

以
上
に
述
べ
て
き
た
三
巻
は
正
倉
院
に
伝
世
し
て
い
る
が
、『
献
物
帳
』
に
は
こ
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れ
ら
の
他
に
「
孝
経
一
巻
」
の
記
載
が
あ
る
。
こ
の
「
孝
経
」
は
伝
存
せ
ず
「
平
城

宮
御
宇　

中
太
上
天
皇
御
書
」
す
な
わ
ち
元
正
天
皇
の
筆
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

経
緯
が
あ
っ
た
の
か
知
る
手
が
か
り
は
ま
っ
た
く
な
い
。

　
「
孝
経
」
に
つ
い
て
は
書
の
題
材
と
し
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
お
り
、
草
書
の

も
の
（
賀
智
章
「
孝
経
」（
三
の
丸
尚
蔵
館
所
蔵
）
ほ
か
）
と
隷
書
の
も
の
（「
石
台

孝
経
」（
西
安
碑
林
博
物
館
所
蔵
）
ほ
か
）
が
あ
る
。
し
か
も
い
ず
れ
も
元
正
天
皇

の
時
代
よ
り
後
の
成
立
で
あ
り
元
正
天
皇
筆
の
考
経
が
ど
の
よ
う
な
手
本
を
も
と
に

い
か
な
る
書
体
で
書
い
た
も
の
か
は
全
く
わ
か
ら
な
い）

51
（

。

結

　

以
上
の
よ
う
に
、
四
つ
の
「
書
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
こ
の
四
つ
と
は
、
ま

さ
に
王
羲
之
「
書
法
廿
巻
」
と
対
を
な
す
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
聖
武
天
皇
と
光
明
皇
后
が
そ
れ
ぞ
れ
臨
写
し
た
「
雑
集
」
と
「
楽
毅
論
」

は
い
ず
れ
も
楷
書
の
作
品
で
あ
り
、「
頭
陀
寺
碑
文
」
も
楷
書
作
品
、「
杜
家
立
成
」

は
行
書
の
作
品
で
あ
っ
た
。「
孝
経
」
に
つ
い
て
は
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
白
葛

箱
に
は
、
聖
武
天
皇
と
光
明
皇
后
が
大
事
に
し
て
い
た
楷
書
作
品
と
行
書
作
品
が
納

め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
赤
漆
文
欟
木
厨
子
に
は
、
刀
子
や
帯
、
牙
笏
な
ど
と

い
っ
た
天
皇
の
座
右
の
品
々
が
収
納
さ
れ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
ま
さ
し
く
白
葛
箱

と
銀
平
脱
箱
と
は
対
に
な
っ
て
置
か
れ
た
座
右
の
「
書
」
で
あ
っ
た
。
一
方
は
楷
書

で
、
一
方
は
草
書
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
方
は
自
ら
が
習
得
し
た
完
成
作
品
で
あ

り
、
一
方
は
未
習
得
の
手
習
い
用
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
。

註（
1
）
黒
田
洋
子
「「
啓
」
の
由
来
と
性
格
―
書
状
の
三
つ
の
要
素
か
ら
―
」（
二
〇
一
五

年
一
一
月
一
五
日
東
京
大
学
史
学
会
古
代
史
部
会
報
告
）。

（
2
）『
東
大
寺
献
物
帳
』
と
も
い
わ
れ
る
。
北
倉
一
五
八
、『
大
日
本
古
文
書
』
四
巻
一

二
一
頁
。
以
下
『
国
家
珍
宝
帳
』
は
『
献
物
帳
』
と
す
る
。
ま
た
『
大
日
本
古
文
書
』

記
載
箇
所
に
つ
い
て
は
『
大
日
古
』
巻
数
―
頁
と
示
す
。
な
お
『
献
物
帳
』
に
つ
い

て
は
神
田
喜
一
郎
「
正
倉
院
の
書
蹟
の
概
観
」・
内
藤
乾
吉
「
正
倉
院
古
文
書
の
書

道
史
的
研
究
」（『
正
倉
院
の
書
蹟
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
六
四
年
）、
堀
江
知

彦
「
飛
鳥
・
奈
良
時
代
の
書
風
」（『
書
の
日
本
史
』
第
一
巻
飛
鳥
・
奈
良
、
平
凡
社
、

一
九
七
五
年
）、
中
田
勇
次
郎
「
解
説
」（『
書
道
芸
術
』
第
十
一
巻
―
聖
徳
太
子　

聖
武
天
皇　

光
明
皇
后
―
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
二
年
）
を
参
照
。

（
3
）
王
羲
之
の
書
の
集
積
過
程
に
つ
い
て
は
、
中
田
勇
次
郎
『
王
羲
之
を
中
心
と
す
る

法
帖
の
研
究
』
第
一
章
（
二
玄
社
、
一
九
六
〇
年
初
版
）、「
王
羲
之
解
説
」（『
王
羲

之　

集
字
聖
教
序
』〈
書
聖
名
品
選
集
3
〉、
マ
ー
ル
社
、
一
九
八
五
年
初
版
）、
魚

住
和
晃
『
書
聖　

王
羲
之
』
岩
波
書
店
、二
〇
一
三
年
、第
二
章
）
を
は
じ
め
と
し
、

多
く
の
論
究
が
あ
る
。

（
4
）
虞
龢
『
論
書
表
』・
張
懐

『
二
王
等
書
録
』（
張
彦
遠
『
法
書
要
録
』
巻
二
・
巻

四
所
収
）。（『
法
書
要
録
』
に
つ
い
て
は
範
祥
雍
・
啓
功
校
訂
に
よ
る
中
国
美
術
論

著
叢
刊
本
（
人
民
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
第
三
版
（
一
九
八
四
年
初
版
））
を

用
い
た
。
以
下
『
法
書
要
録
』
は
す
べ
て
こ
れ
に
依
る
。

　
　
　

宋
よ
り
以
前
に
つ
い
て
の
記
述
は
『
論
書
表
』
の
方
が
内
容
が
詳
細
で
あ
る
。『
二

王
等
書
録
』
に
は
『
論
書
表
』
と
同
文
の
部
分
が
あ
り
、
張
懐

が
『
論
書
表
』
の

内
容
を
簡
略
化
し
つ
つ
引
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

現
在
に
伝
わ
る
虞
龢
の
「
論
書
表
」
に
つ
い
て
、
内
容
構
成
を
み
る
と
、
主
に
後

半
の
二
王
の
逸
話
を
綴
っ
た
部
分
な
ど
に
文
章
が
錯
綜
し
て
通
じ
に
く
い
部
分
が
あ

り
、多
少
の
錯
簡
が
あ
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る（
杉
村
邦
彦「
論
書
表　

宋
・
虞
龢
」
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解
説
（『
中
国
書
論
大
系
』
第
一
巻
、
漢
魏
晋
南
北
朝
、
二
玄
社
、
一
九
七
七
年
）。

し
か
し
虞
龢
の
『
論
書
表
』
は
、
勅
命
に
よ
る
整
理
の
報
告
書
で
あ
る
の
で
、
逸
話

の
伝
聞
は
さ
て
お
き
虞
龢
自
身
が
関
与
し
た
整
理
の
記
載
に
つ
い
て
は
事
実
に
近
い

も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
杉
村
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
張
彦
遠
が
『
法
書
要
録
』

で
虞
龢
を
梁
の
人
と
し
て
巻
二
に
収
録
す
る
が
、
宋
の
誤
り
。

　
　
　

な
お
、
以
下
に
述
べ
る
王
羲
之
の
書
の
集
積
過
程
に
つ
い
て
は
、
こ
の
『
二
王
等

書
録
』
と
『
論
書
表
』
及
び
、
徐
浩
『
古
蹟
記
』（
同
巻
三
）、
韋
述
『
叙
書
録
』（
同

巻
四
）、盧
元
卿
『
法
書
録
』（
同
巻
四
）、『
旧
唐
書
』
褚
遂
良
伝
等
に
よ
っ
た
。
な
お
、

『
法
書
要
録
』
に
は
後
漢
以
降
唐
代
ま
で
の
様
々
な
論
書
を
収
録
す
る
が
、
中
に
は

「
偽
託
之
作
」
も
あ
り
事
実
判
断
に
慎
重
を
要
す
る
（
張
彦
遠
の
編
纂
方
針
等
に
つ

い
て
は
『
法
書
要
録
』
冒
頭
簡
介
参
照
）。

（
5
）『
二
王
等
書
録
』
は
多
少
潤
色
を
加
え
「
並
投
於
江
」（
こ
れ
ら
を
全
て
揚
子
江
に

投
じ
て
し
ま
っ
た
）
と
記
し
て
あ
る
（
前
掲
註
（
4
）、
一
四
六
頁
）。

（
6
）
子
敬（
王
献
之
）の
学
書
戯
習
の
書
の
整
理
に
つ
い
て
は
、「
今
榻
書
皆
用
大
厚
紙
、

泯
若
一
体
。
同
度
剪
裁
皆
斎
、
又
補
接
敗
字
、
体
勢
不
失
、
墨
色
更
明
。」
の
一
文

が
あ
り
、
大
き
な
厚
紙
を
用
い
た
と
あ
る
。
な
お
「
榻
」
＝
「
裏
打
」
の
解
釈
に
つ

い
て
は
杉
村
前
掲
註
（
4
）
一
九
七
頁
参
照
。

（
7
）『
二
王
等
書
録
』
は
「
六
帙
百
二
十
巻
」
と
す
る
（
前
掲
註
（
4
）、
一
四
七
頁
）。

（
8
）
後
代
の
法
帖
類
の
巻
末
に
「
僧
権
」
の
二
文
字
が
あ
る
の
は
こ
の
時
王
室
に
蔵
せ

ら
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
、
由
緒
正
し
い
証
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
恐
ら
く

は
贋
作
な
ど
に
も
盛
ん
に
付
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

（
9
）『
二
王
等
書
録
』（『
法
書
要
録
』
巻
四
、
一
四
八
頁
）。

（
10
）
徐
浩
『
古
蹟
記
』
に
「
承
前
偽
迹
臣
所
棄
者
、
盡
被
収
買
、
皆
獲
官
賞
」
と
言
っ

た
有
様
を
伝
え
る
（
前
掲
註
（
4
）、一
二
三
頁
）。
ち
な
み
に
『
二
王
等
書
録
』
に
、

「
大
令
書
、不
之
購
也
」（
前
掲
註
（
9
））
と
あ
り
、王
献
之
の
書
は
購
求
し
な
か
っ

た
と
い
う
。

（
11
）
韋
述
『
叙
書
録
』
に
は
「
凡
真
行
二
百
九
十
紙
、
装
為
七
十
巻
、
草
書
二
千
紙
、

装
為
八
十
巻
、」（『
法
書
要
録
』
巻
四
、
一
六
五
頁
）
と
あ
る
。
こ
の
ほ
か
献
之
や

張
芝
の
書
も
若
干
回
収
し
同
様
に
整
理
・
成
巻
し
た
こ
と
が
見
え
る
。

（
12
）「
既
所
不
尚
、
散
在
人
間
、
或
有
進
献
、
多
堆
於
翰
林
雑
書
中
、
玉
石
混
居
、
薫

蕕
同
器
」
ま
た
、「
是
以
二
王
書
中
、
多
有
偽
迹
、
好
事
所
蓄
」
と
い
っ
た
状
況
を

伝
え
る
（『
二
王
等
書
録
』（『
法
書
要
録
』
巻
四
、
一
四
九
頁
））。

（
13
）
徐
浩
『
古
蹟
記
』（『
法
書
要
録
』
巻
三
、
一
二
〇
頁
）。

（
14
）
褚
河
南
『
榻
本
楽
毅
記
』（『
法
書
要
録
』
巻
三
、
一
三
一
頁
）。

（
15
）
あ
る
い
は
日
本
で
光
明
皇
后
が
臨
写
し
た
と
い
う
楽
毅
論
も
底
本
は
こ
の
あ
た
り

か
ら
派
生
し
た
系
統
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
（
第
四
章
参
照
）。

（
16
）
桃
山
艸
介
「
王
羲
之
解
説
―
そ
の
個
人
史
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
書
聖
名
品
集
二　

王
羲
之　

蘭
亭
叙
・
十
七
帖
』
一
四
一
頁
、
マ
ー
ル
社
、
一
九
八
五
年
）
で
は
、「
充

館
本
」=

「
学
習
本
」
と
し
、学
習
用
に
改
変
さ
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

（
17
）『
大
唐
六
典
』（
広
池
学
園
事
業
部
、
一
九
七
三
年
）
一
九
三
頁
。
ま
た
、「
榻
書

手
三
人
／
貞
観
二
十
三
年
置
、
龍
朔
三
年
、
館
内
法
書
、
九
百
四
十
九
巻
、
並
装
進
、

其
榻
書
停
、
神
龍
元
年
又
置
、」
と
榻
書
本
の
充
実
ぶ
り
が
窺
え
る
。

（
18
）『
法
所
要
録
』
巻
三
、
一
三
〇
頁
。

（
19
）
唐
韋
述
『
徐
書
録
』（『
法
所
要
録
』
巻
四
、
一
六
五
頁
）。

（
20
）
唐
徐
浩
『
古
蹟
記
』（『
法
書
要
録
』
巻
三
、
一
二
二
頁
）。

（
21
）
同
前
掲
註
（
20
）。

（
22
）『
法
書
要
録
』
巻
三
、
九
九
頁
。

（
23
）『
法
書
要
録
』
巻
四
、
一
六
六
頁
。

（
24
）
徐
浩
『
古
蹟
記
』（『
法
書
要
録
』
巻
三
、
一
二
〇
頁
）。

（
25
）『
法
書
要
録
』
巻
四
、一
六
六
頁
。
徐
浩
『
古
蹟
記
』
も
同
様
（
同
巻
三
、一
二
三
頁
）。

（
26
）
同
前
掲
註
（
24
）
一
二
一
頁
。

（
27
）
か
く
し
て
玄
宗
の
開
元
五
年
十
一
月
に
は
大
小
二
王
の
真
蹟
百
五
十
八
巻
（
大
王
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正
書
三
巻〈
黄
庭
経
第
一
他
〉行
書
一
百
五
巻
、草
書
一
百
五
十
巻
、小
王
書
三
十
巻
、

正
書
二
巻
、）
を
再
び
宮
中
に
納
め
た
（
前
掲
註
（
24
））。
韋
述
『
叙
書
録
』
に
よ

る
と
こ
の
と
き
検
校
し
て
表
紙
を
交
換
し
、
一
巻
を
二
巻
に
分
け
た
と
い
う
。
総
じ

て
八
十
巻
。
八
〇
×
二=

一
六
〇
巻
の
う
ち
、
大
王
の
書
が
一
三
〇
巻
、
小
王
の
書

が
二
八
巻
、
張
芝
・
張
旭
の
書
が
各
一
巻
で
、
王
羲
之
の
真
・
行
書
は
黄
庭
・
告
誓

の
四
巻
の
み
と
い
う
。
陸
元
悌
ら
は
前
代
の
名
賢
・
押
署
を
削
っ
て
己
の
名
に
替
え
、

上
か
ら
「
自
書
」
し
て
「
開
元
」
の
印
を
押
し
た
。

（
28
）『
法
書
要
録
』
巻
四
、
一
七
〇
頁
。

（
29
）
竇
衆
は
徐
浩
『
古
蹟
記
』
に
「
竇
蒙
の
弟
」
で
、「
並
久
遊
翰
苑
、
皆
好
図
書
、

辯
偽
知
真
、無
出
其
右
」
と
評
さ
れ
る
人
物
。
書
画
に
通
じ
『
述
書
賦
』
を
著
し
た
。

（
30
）
神
田
前
掲
註
（
2
）
論
文
一
五
〜
一
六
頁
。
内
容
に
つ
い
て
は
米
田
雄
介
「
覚
書　

東
大
寺
献
物
帳
（
七
）
―
正
倉
院
宝
物
の
原
簿
―
」（『
古
代
文
化
』
六
一
巻
三
号
、

二
〇
〇
九
年
）
が
詳
し
い
。

（
31
）『
大
日
古
』
四
―
一
九
九
、二
〇
一
、二
〇
四
。
な
お
、返
却
さ
れ
た
八
巻
の
う
ち
、

返
納
記
録
の
巻
の
行
数
が
異
な
る
こ
と
に
よ
り
、
正
倉
院
に
別
の
王
羲
之
書
法
が

あ
っ
た
と
す
る
説
が
あ
る
（
魚
住
前
掲
註
（
3
）
書
二
一
八
頁
）。「
卅
」
と
「
卌
」

の
書
き
誤
り
は
他
の
帳
簿
記
載
等
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
の
で
、
返
納
記

録
に
「
卅
四
」「
卅
六
」
と
あ
る
の
は
「
卌
四
」「
卌
六
」
の
書
き
誤
り
と
思
わ
れ
る
。

（
32
）
そ
の
後
沽
却
さ
れ
た
も
の
の
一
部
が
三
の
丸
尚
蔵
館
に
残
る
「
喪
乱
帖
」
で
あ
る

こ
と
の
考
証
に
つ
い
て
は
米
田
前
掲
註
（
30
）
論
文
参
照
。
神
田
前
掲
註
（
2
）
論

文
に
も
言
及
が
あ
る
。

（
33
）中
田
勇
次
郎『
書
道
芸
術
第
十
一
巻
―
聖
徳
太
子　

聖
武
天
皇　

光
明
皇
后
―
』（
中

央
公
論
社
、
一
九
七
二
年
）
に
解
説
と
写
真
が
あ
る
。
な
お
、『
大
小
王
真
跡
帳
』

に
は
「
大
小
王
真
跡
書
一
巻
〈
黄
半
紙
面
有
大
王
書
九
行
七
十
七
字
背
有
小
王
書
十

行
九
十
九
字
両
端
黏
青
褐
紙
、
又
胡
桃
褐
紙
裹
着
紫
綺
帯
水
精
軸
〉」
と
あ
る
。

（
34
）
扇
書
に
関
し
て
は
、
神
田
喜
一
郎
氏
が
黒
川
真
頼
「
東
大
寺
献
物
帳
考
証
」
や
沈

曾
植
氏
の
説
を
紹
介
し
て
、「
扇=

箑
」
で
、集
韻
に
「
箑
。
實
洽
切
。
音

。
同
箑
。

行
書
也
。
秦
使
徒
隷
助
官
書
。
草
箑
以
為
行
事
。
謂
草
行
之
間
取
其
疾
速
。
不
留
意

楷
法
也
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
「
行
草
間
の
疾
速
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
神
田
喜

一
郎
氏
前
掲
註
（
2
）
論
文
一
六
頁
）。
王
羲
之
の
扇
書
に
関
し
て
は
虞
龢
の
『
論

書
表
』
に
「
書
扇
二
帙
二
巻
」、
韋
述
『
叙
書
録
』
に
も
「
右
軍
扇
上
真
書
宣
示
」、

徐
浩
の
『
古
蹟
記
』
に
は
「
羲
之
正
書
扇
書
」
武
平
一
徐
氏
『
法
書
記
』
に
「
扇
書

楽
毅
、
告
誓
、
黄
庭
」
な
ど
と
書
か
れ
た
史
料
が
あ
る
（『
法
書
要
録
』
一
二
二
・

一
一
五
頁
）。
ま
た
、「
扇
書
告
誓
等
四
巻
」（
徐
浩
『
古
蹟
記
』
一
二
三
頁
四
行
目
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
宣
旨
」「
告
誓
」
又
は
正
書
と
関
連
す
る
も
の
が
多
い
。

（
35
）
神
田
前
掲
註
（
2
）
論
文
一
六
頁
。　

（
36
）
魚
住
前
掲
註
（
3
）
書
二
一
九
頁
。

（
37
）
草
書
の
も
の
は
、
書
か
れ
る
も
の
の
性
格
上
、
正
書
・
行
書
に
比
べ
て
一
紙
の
行

数
が
少
な
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
38
）
千
字
文
は
、
南
朝
・
梁
（
五
〇
二
〜
五
四
九
）
の
武
帝
が
、
周
興
嗣
（
四
七
〇
〜

五
二
一
）
に
命
じ
て
作
成
さ
せ
た
も
の
。
文
字
は
、
王
羲
之
の
字
を
殷
鉄
石
に
命
じ

て
集
字
さ
せ
、
書
の
手
本
と
し
、
そ
の
後
広
く
文
字
の
習
得
の
た
め
の
テ
キ
ス
ト
と

し
て
普
及
し
た
と
い
わ
れ
る
。
千
字
文
が
、
勅
命
等
で
歴
代
王
室
が
蒐
集
し
た
王
羲

之
の
書
に
組
み
込
ま
れ
た
形
跡
は
な
い
。
な
お
、
こ
こ
に
見
え
る
真
草
千
字
文
を
国

宝
『
智
永
真
跡
真
草
千
字
文
』
と
見
る
説
が
あ
る
が
（
内
藤
湖
南
「
正
倉
院
の
書
道
」

（『
正
倉
院
の
研
究
』
八
頁
、
一
九
四
七
年
、
明
和
書
院
））、
魚
住
和
晃
氏
が
否
定

さ
れ
て
い
る
（
前
掲
註
（
3
）
書
、
二
一
八
頁
）。

（
39
）『
法
書
要
録
』
巻
十
。
中
田
前
掲
註
（
3
）
書
、
第
二
章
「
張
彦
遠
の
二
王
書
録
」

参
照
。
張
彦
遠
が
作
成
し
た
『
右
軍
書
記
』
は
王
羲
之
の
草
書
の
目
録
で
あ
る
が
、

中
田
氏
に
よ
れ
ば
、
書
体
が
混
在
し
て
書
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
正
・
行
書
の

目
録
と
言
わ
れ
る
『
右
軍
書
目
』
と
重
複
す
る
も
の
も
あ
る
と
す
る
。『
献
物
帳
』

所
載
「
王
羲
之
書
法
」
二
十
巻
と
は
行
数
の
関
係
が
不
明
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
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重
複
す
る
で
あ
ろ
う
。

（
40
）『
法
書
要
録
』
巻
二
、
三
九
頁
。

（
41
）
中
田
勇
次
郎
氏
は
、
虞
龢
の
『
論
書
表
』
か
ら
戯
習
は
「
王
の
書
を
ま
ね
て
手
す

さ
び
に
書
い
た
も
の
」、
学
書
は
「
王
の
書
を
見
て
稽
古
し
た
も
の
」
と
さ
れ
る
（
前

掲
註
（
3
）
論
文
、
三
頁
）。
唐
代
整
理
後
の
「
草
書
二
千
紙
」
に
は
戯
習
の
類
も

含
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
42
）
巻
五
十
一
か
ら
六
十
の
う
ち
、
巻
五
十
七
が
存
在
し
な
い
の
は
、
セ
ッ
ト
に
扇
書

一
巻
を
加
え
る
た
め
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
手
習
い
箱
一
式
と
し
て
二
十
巻
揃

え
に
す
る
の
に
、
珍
し
い
扇
書
一
巻
を
加
え
る
た
め
に
、
重
要
度
の
低
い
と
判
断
さ

れ
た
巻
（
巻
五
十
七
）
が
除
か
れ
て
、
あ
え
て
『
献
物
帳
』
に
見
え
る
よ
う
な
構
成

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
一
巻
の
行
数
が
多
く
て

も
六
〇
行
を
超
え
な
い
。
ど
の
よ
う
な
体
裁
で
あ
っ
た
か
は
全
く
不
明
で
あ
る
が
、

仮
に
五
六
セ
ン
チ
の
紙
に
、
一
五
行
見
当
と
し
て
も
四
紙
相
当
で
あ
る
か
ら
、
一
巻

は
千
字
文
を
除
い
て
そ
れ
ほ
ど
太
く
は
な
く
、
最
初
か
ら
実
際
の
手
習
い
に
供
す
る

こ
と
を
意
図
し
て
仕
立
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

ち
な
み
に
唐
の
太
宗
に
よ
っ
て
蒐
集
さ
れ
た
王
羲
之
の
草
書
は
当
初
一
丈
二
尺
に

成
巻
・
整
理
さ
れ
、さ
ら
に
開
元
五
年
に
勅
に
よ
り
「
検
校
・
換
縹
、分
一
巻
為
両
巻
」

（
前
掲
註
（
23
）、一
六
六
頁
）
と
あ
る
か
ら
、こ
こ
で
想
定
さ
れ
る
も
の
よ
り
長
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
右
軍
書
記
』
巻
末
に
「
已
上
右
軍
書
語
、
都
計
四
百
六

十
五
帖
」
と
み
え
る
か
ら
、
こ
れ
を
先
に
確
認
し
た
、
太
宗
が
集
積
し
た
草
書
「
八

十
巻
」
分
と
す
る
と
一
巻
五
・
八
帖
見
当
と
な
る
。
と
す
る
と
大
ま
か
に
い
っ
て
一

巻
六
尺
で
六
帖
と
な
る
。
巻
数
に
よ
っ
て
多
少
が
あ
る
の
で
真
相
は
不
明
で
あ
る

が
、
突
き
詰
め
て
い
く
と
数
値
上
真
蹟
と
の
関
係
が
解
明
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
43
）『
献
物
帳
』
で
は
「
信
幣
物
」
を
納
め
た
箱
の
記
載
に
「
徐
物
」
の
付
箋
が
貼
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
箱
の
後
に
は
「
御
刀
子
」・「
御
帯
」
な
ど
の
記
載
が
見

え
る
（『
大
日
本
古
文
書
』
四
―
一
二
六
頁
）。

（
44
）こ
れ
ら
の「
献
物
」に
つ
い
て
は
米
田
前
掲
註（
30
）論
文
に
詳
細
な
解
説
が
あ
る
。

（
45
）
神
田
・
堀
江
・
中
田
前
掲
註
（
2
）
論
文
に
詳
細
。
内
容
は
六
朝
か
ら
唐
に
か
け

て
の
仏
教
に
関
す
る
詩
文
集
で
あ
る
が
、
書
物
と
し
て
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
編
纂
さ

れ
た
か
な
ど
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

（
46
）「
頭
陀
寺
碑
文
」
は
『
文
選
』
巻
五
十
九
に
も
収
録
さ
れ
る
。

（
47
）「
杜
家
立
成
」
は
全
十
九
紙
、
書
儀
す
な
わ
ち
書
簡
文
例
三
十
五
種
か
ら
な
る
。

（
48
）
中
田
前
掲
註
（
2
）
論
文
・
丸
山
裕
美
子
「
敦
煌
写
本
「
月
儀
」「
朋
友
書
儀
」

と
日
本
伝
来
『
杜
家
立
成
雑
書
要
略
』
―
東
ア
ジ
ア
の
月
儀
・
書
儀
―
」（『
敦
煌
・

吐
魯
番
出
土
漢
文
文
書
の
新
研
究
』
東
洋
文
庫
発
行
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
）

（
49
）
文
淵
閣
本
『
四
庫
全
書
』
第
一
一
一
六
冊
集
部
五
五
別
集
類
。

（
50
）
褚
遂
良
が
記
し
た
『
楽
毅
論
』
の
真
蹟
榻
写
本
の
刊
記
・
褚
河
南
『
榻
本
楽
毅
記
』

（『
法
書
要
録
』
巻
三
）
に
つ
い
て
は
第
二
章
参
照
。
註
（
34
）
で
見
た
よ
う
に
扇
書

　
　

の
「
楽
毅
論
」
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
豪
放
な
書
き
ぶ
り
が
指
摘
さ
れ
る
光

明
皇
后
の「
楽
毅
論
」の
手
本
は
こ
う
い
う
書
体
の
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

（
51
）「
孝
経
」
は
経
書
の
テ
キ
ス
ト
の
一
つ
で
、
唐
の
玄
宗
帝
の
頃
ま
で
は
古
文
と
今
文

で
解
釈
が
異
な
る
な
ど
し
て
い
た
。
日
本
に
お
い
て
は
論
語
と
並
ん
で
重
要
視
さ
れ

て
い
た
。
な
お
、こ
れ
ら
四
巻
の
他
に
、慶
雲
四
年
七
月
二
十
六
日
の
記
載
を
持
つ
「
王

勃
詩
序
」一
巻
二
十
九
張
が
中
倉
に
伝
来
す
る
。
元
正
天
皇
筆
の「
孝
経
」が
な
い
こ
と

か
ら
、
代
わ
り
に
同
じ
元
正
天
皇
宸
筆
の
「
王
勃
詩
序
」
が
施
入
さ
れ
た
と
み
る
説

も
あ
る（「
王
勃
詩
序
」
図
版
解
説『
正
倉
院
の
書
蹟
』
八
八
頁
）
が
、「
王
勃
詩
序
」
の

筆
跡
は
光
明
皇
后
の「
杜
家
立
成
」に
似
て
お
り
、元
正
天
皇
筆
と
い
う
確
証
も
な
い
。

【
付
記
】
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
書

状
文
化
の
源
流
を
求
め
て
」（
平
成
二
四
年
度
〜
二
七
年
度
、
研
究
代
表
者
黒
田
洋

子
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
く
ろ
だ
・
よ
う
こ　

奈
良
女
子
大
学
古
代
学
学
術
研
究
セ
ン
タ
ー
）


